
授業科目 英語JA（中級）
【担当教員名】 ―― 

対象学年

高橋正夫、戸出朋子、五十嵐紀子、臼杵美由紀戸-

単位数

ー
一
期
＿

2

前

対象学科 i 理学・作業・言語・義肢・栄養・スが・社会
必修・選択 ！ 必修

時間数 ! 30 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

本学の学生として理解を深めておくべき健康、福祉、環境に関する諸問題についての英文を読み、リーディングの力をつける。

入学時に受験するブレイスメントテストの結果に基づき、習熟度別クラスにて授業を行う。

Fご学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

テキストは、医療•福祉に関する話題を扱っている。授業では次のことを重点的に学習する。

1.情報を確実に把握できる読解力を養う。

2.医療福祉に関する基本的な語柔を習得し、文脈の中で用いることができるようにする。

3.様々な活動を通して英語運用能力を伸ばす。

4.テキストで扱われている話題について理解を深める。

回

数 授業計画又は学習の主題

1オリエンテーション

21Unit 1: Adult Day Service 

3 II 

41Uni t 2: Nutritional Considerations for the Elderly 

51 // 

61Unit 3: Preventing Patients from Becoming Permanently Bedridden 

7 II 

81Unit 4: Normalization 

9) II 

lOIUni t 5: Group Homes for the Elderly with Dementia 

1 1 II 

121Unit 6: The Way Ahead-Disability Sports 

1 3 II 

14まとめ

SBO 

番号I学習方法・学習課題又は備考・担当教員
講義と演習及び言語活動

適宜小テストを行う

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞

Wei I-Being: English for Caregivers, Yukio Seya他 南雲堂

＜発行年・価格•その他＞

2007年 ¥1,600

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書

その他の資料

【評価方法】 1【履修上の留意点】

出席、授業参加、小テスト等を各授業担当者が 演習が中心であるので、積極的に活動に参加することが求められる。

総合的に評価したものに、統一試験の結果を また、予習を怠らないように。

加味したものを評価とする。
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